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大型連休に備え、防疫対策の徹底をお願いします。 

 

 

 
★ 間もなく、ゴールデンウィークです。日本へ訪れる外国人旅行者は年々増加しており、

特にこの時期は海外との往来が増え、家畜伝染病の国内への侵入リスクが高まりま
す。防疫対策の徹底をお願いします。 

 

海外悪性伝染性疾病の発生状況 

○口蹄疫 
韓国や中国を始めとする東アジア地域で継続して発生しています。特に韓国で

は、今年２月から９件の発生が確認されています。 
○高病原性鳥インフルエンザ 

国内では、平成２８年度に９道県１２農場で発生し、約１６７万羽が処分されまし
た。渡り鳥の北帰行も終盤となりますが、鶏舎内への野生動物の侵入防止の徹底を
お願いします。 

○アフリカ豚コレラ 
アフリカ豚コレラは、豚やいのししに感染すると、発熱や全身の出血性病変等の豚

コレラに似た症状を示す致死率の高い伝染病です。 
ロシアや欧州で発生が続いていますが、今年３月に、ロシアとモンゴルの国境付近

での感染が確認され、東アジア地域への侵入リスクが高まっています。 
 

 
 
ウイルス侵入防止のためにお願いしたいこと 

  ・流行地域への渡航や流行地域からの郵便物の受け取りの自粛 

  ・流行地域からの帰国後一週間は、農場内へ立ち入らない 

  ・海外で使用した衣服、靴は農場内に持ち込まない 

  ・農場内への関係者以外の立入の制限 

  ・農場に持ち込む物品、車両及び靴底の消毒の徹底 

 

 
☆家畜に異常が認められた場合は、直ぐに、かかりつけの獣医師又は 
最寄りの家畜保健衛所へ連絡してください。 

 
 

県央家畜保健衛生所 TEL:028(689)1200  FAX:028(689)1279（夜間・休日）090-7205-0895 
県南家畜保健衛生所 TEL:0282(27)3611  FAX:0282(27)4144（夜間・休日）090-7205-1402 
県北家畜保健衛生所 TEL:0287(36)0314  FAX:0287(37)4825（夜間・休日）090-7205-1826 

家畜衛生情報 

口蹄疫等海外悪性伝染病の侵入リスクは、依然高い状況です。 


